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北海道におけるワイン産業とその支援体制の拡がり

みなさん，こんにちは。曾根でございます。
今日どんな方がいらっしゃるのかと思い，先ほ
ど事前に申し込まれているみなさんのお名前を
拝見したところ，顔なじみの方々がいらっしゃ
り，また同じ話をしていると思われても困りま
すので，いつもと同じような話はできるだけは
しょっていきたいと思っています。
今日は最初に北海道のワイン産業とは，とい

う話をしていますが，ワインとは，というとこ
ろから入っていきながら，ワインが北海道に
とって非常に重要だとわれわれは考え，北海道
大学にワイン教育研究センターというのを作り
ました。そこで教育と研究を今やっています。
そうした話をさせていただいて，北海道のワイ
ン産業の話をしてから，ではその支援体制の広
がりというところはどうなっているのか，など
を今日は加えております。30分という限られ
た時間ですので，ちょっとテンポよく
いきたいと思っています。
ワインは土地の個性が一番出るお酒

ではないかと考えています。日本酒，
ビールというのは水がないと造ること
ができませんが，ワインはブドウがあ
ればできます。ですので，一番土地の
個性が出ます。加水せずに，原料を洗
わない。ここに出ているのは（図 1）
ワインの作り方ですが，基本的には白
ワインでしたらブドウを収穫し，搾っ
て酵母を入れる，あるいはブドウにつ
いている微生物で発酵させるというこ
とが行われます。それでワインになり

ます。赤ワインの場合は，搾るタイミングが違
います。先に潰した果実と皮と種，全部一緒に
発酵させ，その後搾るというのが赤ワインの作
り方なのです。いずれにせよ水を加えない。ワ
インの中に入っている液体は，全てブドウが地
面から吸い上げた「水」でできております。
図 1の右にグラフが出ていますが，これはワ
インの中の微生物の動きを示しているもので，
日をおくごとに微生物の種類が変わっていくの
ですけれども，最終的にはサッカロマイセスと
いう酵母が増えてきてワインになります。この
例は，実際に酵母を入れないで，外から加えな
いで発酵させたときの例ですが，実際に酵母を
入れなくてもこうやってブドウにくっついてい
る酵母だけでちゃんとワインになるということ
です。そういう微生物も関与する，ブドウの品
質がそのまま土地の個性を一番反映したお酒が
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ワインであるとわれわれは考えていま
す。
また，同じブドウからもいろいろな

ワインが造られるところが面白いとこ
ろです。ワインの作り方を，あまり長
くしゃべっていると今日は 30分で終
わらなくなると思うので簡潔に説明し
ていきたいと思います（図 2）。薄い
色のブドウ（緑色，淡赤色）を使った
場合はまず除梗します。除梗というの
は枝から果実を外すということです。
破砕はつぶして，搾って圧搾していき
ます。これが白ワインの作り方です。
搾って発酵していくと白ワインになり
ます。同じ薄い色のブドウなのですが，破砕の
後（これは赤ワインと同じような作り方になり
ます。）先に発酵して，その後搾るというやり
方です。こうすると，実はオレンジワインとい
うものになります。
ですので，同じ白いブドウでも白ワインとオ

レンジワインを造ることができて，黒いブドウ
でも赤ワインとロゼワインを造ることができ
る。そして，ロゼとか白とかからさらに枝分か
れすると，それに炭酸ガスを含ませるようなこ
とをすればスパークリングワインも造ることが
できるという，作り手の個性，土地の個性も反
映します。こうした表現をすることができると
いうところがワインの面白さなのです。
この面白さが，伝統を積み重ねていくと地域

固有のスタイルになっていくという話なので
す。例えばフランスで，先ほどジュヴレ・シャ
ンベルタンというようなお話が出たと思いま
す。ここはブルゴーニュでも有名なワインの生
産地です。ブルゴーニュで造られるフランスの
ワインは必ずピノ・ノワールを使ってというよ
うな形で地域のスタイルができていきます。
シャンパーニュの場合は，スパークリングワイ
ンを瓶の中で炭酸ガスを詰め込む，酵母に作ら
せた炭酸ガスを瓶の中で入れるという伝統的な
製法でないと駄目，そういうふうに地域固有の

スタイルというのができてくると，完全な「世
界的なワインの産地」という形になっていくわ
けなのです。
これって何かというと，瓶の中に入っている
そのワインの個性をわれわれは楽しんでいるの
です。それをテロワールという言葉でワインの
世界では言うわけなのです。土地の個性という
ものなのです。
こういうテロワールというものがワインにあ
るということなのですが，われわれが考えるテ
ロワールというのはもちろんワインの中に入っ
ている味の個性というものもあるのですが，そ
れプラスその地域全体を指す言葉というふうに
も考えています。
ワイン産業というのは非常に大きなもので，
カリフォルニアのナパ・ヴァレーという場所が
あります。カリフォルニア全体の中で非常に小
さいエリアですけれども，ここに約 500件のワ
イナリーがあり，この 500件がもたらす経済効
果がどのぐらいあるかといいますと 130億ドル
あると言われています。
そして，ワイン産業による地域への雇用創出
が 44,000人とナパのヴィントナーズアソシ
エーションという生産者団体の統計資料が示し
ています（図 3）。130億ドルという金額です
が，今日のシンポジウムは経済関係の学会と聞
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いておりますので，みなさんは何となく想像で
きるのかなと思うのですが，僕は専門が微生物
屋なものですから，あまり金額の内容はぴんと
こないので，どのぐらいなのかなということ
で，1ドル 150円として計算すると 130億ドル
は 1兆 9,500億円になります。ワイン産業で 1

兆 9,500億円の経済効果なのです。
どのぐらいなのだろうということで，たまた

ま今年の初頭，2月の新聞記事ですが比較して
みました。私の自宅が北広島にありまして，F

ビレッジが最近できたものですから，すごく街
も地域も変わりました。北広島市の人口 58,000

人ぐらいです。そこに 38,000人ぐらいが入る
建物ができてしまったのです。今日も多分ファ
イターズの何かイベントをやっています。私の
家から駅まで行くときに人の波の間を縫って歩
かなければならないぐらいなのです。それがで
きたことがわれわれにとって肌感覚で北広島が
すごいことになったなと思っていたのですが，
それでも，道内全体での経済効果は 1,000億円
なのですね。カリフォルニアのワイン産業の経
済効果は，その 17倍ぐらいになっている。1

兆 9,500億円ということですから，いかにワイ
ン産業の力というものがあるかということが分
かります。
ではワインとは，というところで，もちろん

お酒なのですが，ただのお酒ではなくて，そこ
にはいろんな個性，土地の個性も入っています
し，地域の食や観光ともつながっていく，そう
いう力を持ったものなのだというふうに考えて

います。ですので，これを北海道のいろんな課
題の解決に使えないかなと。北海道に必ず役に
立つものだというふうに思っておりまして，大
学でワインの教育研究ということを行っている
わけなのです。
では，北海道の現状はどうなのかというとこ
ろのお話を少しさせていただきます。日本で第
3位のワイン産地で，これはワイナリーの数で
も第 3位，恐らく量でも第 3位ぐらいなのでは
ないかなと思います。今現在 70のワイナリー
があります。すごい勢いで増えており，いろい
ろなところでこういう発表をさせていただくの
ですが，そのたびに数を確認しなければ，明日
には旭川のほうでひょっとしたらまた新しい
データが出てくるかもしれません。そのぐらい
の勢いで変わっていっています。

GI Hokkaidoというものがあります。後で
少しご説明する時間があると思いますが，先ほ
ど地域のスタイルというお話のところで，例え
ばシャンパーニュはこういう決まりで造ったス
パークリングワインでないとシャンパーニュと
呼べません。基本になっているのは，その土地
で作られたブドウで全部ワインを造るというこ
となのです。同じように，今北海道のブドウ
100％で北海道内で醸造し，北海道内で瓶詰め
して，テイスティングを経たものにだけラベル
に北海道と書いてよいという GI Hokkaidoと
いうものがつくられています。これは，ワイン
としては日本で 2番目，山梨県の次に北海道が
そういう GIを持っております。
そして，今ワイナリーが増えてきているとい
うところで，やはりいいブドウが採れるという
ような北海道になってきているのだということ
なのです。ワイナリーの数でいいますと，この
ような統計になってまいります（図 4）。現存
するワイナリーで一番古いのが池田町の十勝ワ
インです。次に富良野ワインという形で，1960

年代からスタートしていますが，2000年にな
るまでには 10件以下だったのです。それが
2010年をこえてからの増え方はすごいです。

図 3
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この図のような増え方です。年によっては 1年
に 10件ぐらい増える年があります。恐らく
2030年までには必ず 100件になるだろうと私
は思っています。
今はどこが多いかといいますと，今日も齊藤

町長がいらしていますが，余市町が非常に多い
のです。余市町，仁木町を合わせて恐らく 30

件ぐらいあるのではないかと思います。
それから，広がりという意味では，一つ面白

いのが道東の辺りです。かつては池田町にしか
なかったのですが，寒さに強いブドウができた
というところで，そういったブドウの広がりと
いう意味もありまして，池田町の周りにももう
1件ワイナリーができていますし，帯広や
芽室，北見，そして今，この地図は今年の
4月に，北海道道庁経済部が毎年出してい
るものなのですが，ここにまだ載っていな
いもので弟子屈町というさらに東側に今ワ
イナリーができております。
北の方にいくと，今は名寄に森臥という

ワイナリーがありますけれども，その北の
中頓別というところでワイン用のブドウ栽
培が行われていますので，間もなくそこに
もワイナリーが誕生すると思います。ま
た，フランスの生産者（ブルゴーニュの非
常に老舗の生産者）さんが，ブルゴーニュ

でもいいブドウがなかなか採れな
くなってきたというところで，次
の生産地をと世界のいろいろな場
所を検討した結果，函館になった
ということで，函館に入られ，
ド・モンティーユ &北海道を開
設しています。
ですので，今はもう北海道の東
西南北にワイナリーが広がってい
るという状況になっています。こ
の広がりの要素として一つ必ず言
えるのは，温暖化があります。温
暖化というのは地球全体で見ると
決してよいことではないのかもし

れませんが，現在の北海道にとっては少し恩恵
を受けております。これは，北海道の白地図に
だんだんと色をつけていっているものなのです
が（図 5），色がつくと何らかのワインブドウ
が栽培可能な地域ということになります。2010

年から 2050年にかけてシミュレーションをし
ているのですけれども，だんだんと色がつくと
ころが広がっているというのが分かります。
それから，色も変わってきています。色が違
うというのは，違う温度を好むブドウが栽培可
能ということで，いろんなブドウが各地で栽培
できるようになって，いろんな個性を反映した
ワインがこれから造られていくのだろうなとい

図 4
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北海道のワインブドウの適地
は温暖化で拡大（Nemoto et al. 2016)

● 北海道の各地域でそれぞれ異なる品種のワインブドウが
栽培可能になる。

● 北海道内の地域毎の個性（＝テロワール）が反映したワ
インが作られる。

色がつくと，ワインブドウが栽培可能な地域．異なる色は異なる温度帯を示す
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うことになります。
それから，これが今北海道で栽培されている

ブドウの品種の主なものです（図 6）。これ以
外にもありますが，これから今日は学会のエク
スカーションもありますし，同時進行でワイン
教育研究センターの試飲も，今日は実はちょっ
と時間を延長して営業しておりますので，みな
さんぜひいらしていただけたらと思います。そ
ちらでワイン選びをされるときにちょっと参考
になるかなと思います。北海道で栽培されてい
るブドウの主要なものがここに出ています。
ケルナー，ミュラートゥルガウ，これは白品

種なのですが，この二つはドイツ系といって寒
さにある程度強い品種です。寒さに強くて熟す
のが早い。そして，右の一番上のツヴァイゲル
トレーベというのも，これもドイツ，オースト
リアで育成された品種で，寒さに強くて熟すの
が早い。これがまず先に栽培されているので
す。
その後 2010年以降広がりを見せているのが

シャルドネとかピノ・ノワールです。シャルド
ネはもう世界中で栽培されている有名な白ワイ
ン用のブドウです。それからピノ・ノワールは
赤ワイン用のブドウとしてブルゴーニュで有名

ですね。非常にエレガントなワインを造れると
いうことで，今北海道で非常に栽培面積が広
がっているブドウです。これらが今栽培が広
がってきています。
そして，一番右下に山幸というのがあります
が，これは十勝ワインが育成したブドウ品種で
す。寒さに物凄く強いので，これがあるから，
先ほど申し上げましたとおり道東，道北のブド
ウ畑が広がってきているのです。この広がりを
担っているのがこの山幸という品種になりま
す。

GI Hokkaidoについては先ほど少し申し上
げましたが，北海道のブドウを 100％使って北
海道内で醸造されて，瓶詰めされ，官能検査に
合格し，テイスティングにも合格したものが
GI Hokkaidoというものを名乗ることができ
るということになっております。この GI 

Hokkaidoのマークがついているワインが多分
いろんなところで見かけられていると思いま
す。それはそういうことなのだと思っていただ
ければなと思います。そして，GI Hokkaido

のワインの特徴ということで白，赤，ロゼとあ
りますが，どれも酸味がしっかりしているとい
うところが特徴なのです。やはりブドウという

のは寒ければ酸味が残ります。
ですので，北海道のブドウがい
いというのは，酸味が残ってい
いバランスのワインが造られる
ので，GI Hokkaido のワイン
の特徴も酸味であるというふう
に思います。
そういった状況の中，今北海
道大学ではどんなことをしてい
るのかというところで，われわ
れ農学研究院は北海道ワイン教
育研究センターというものを
持っております。これは，北海
道大学は総合大学として日本の
国立大学の中でも学部の数が多
い大学なのです。その北大には図 6

道庁パンフより
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いろいろなご専門の先生方がいらっしゃいます
ので，その先生方の力を結集してワインに関す
る問題の解決に当たろうというものです。
ワインを造るには栽培をして，醸造して，売

るところまでですから，非常に幅広く例えば個
人経営のワイナリーさんでも扱わなければなら
ない。様々な問題が発生しますので，それに対
応するためにということでいろんな先生方に集
まっていただいて，様々な研究プロジェクトが
ございます。それをしゃべっているととても終
わらなくなってしまいますので，今日は研究の
話はあまりしませんが，専門を生かした研究を
やっているとともに，大学生にもワインのこと
を知ってもらうという活動もしております。学
内の連携組織，北海道ワイン-ワインプラット
フォーム，この後この説明もしていきますが，
こちらがワイン産業の支援組織となっていま

す。そういったものと連携をしながら活動して
いるのです（図 7）。
目指すものとして，ここの下に書いてありま
すが，サスティナブルテロワールという言葉を
使わせていただいています。先ほどテロワール
の話をしていて，最初はワインの味にはそのワ
インの個性，テロワールがという話をして，そ
の後その産地である地域全体をテロワールとい
うお話をしました。われわれとしては，テロ
ワールはワインもさることながら，その地域全
体の産業までを巻き込んでテロワールと考えて
おり，それを北海道の地域が持続可能になると
いう意味でサスティナブルテロワールという言
葉をスローガンのように使わせていただいてお
ります。
われわれがやっている教育的な活動の一つと
して，北大大学院のみなさんに共通科目北海道

図 7

学外連携組織

参画教員
農学研究院10名 工学研究院2名 地球環境科学研究院2名 メディア・コ
ミュニケーション研究院1名 文学研究院1名 教育研究院2名 北方生物圏

フィールド科学センター1名、先端人材育成センター1名

ワイン産業の課題解決には，学問分野を超越した研究開発が必要

北海道のサスティナブルテロワールの達成により，北海道の持続性を高める
テロワール＝地域の気候、環境、生態、地形、コミュニティ、文化、人などのすべてを含むエリアの個性
サスティナブルテロワールとは，農業，食品産業，観光業など，北海道各地域を持続的にするということ

北海道ワイン教育研究センター
（共同プロジェクト拠点）

北海道-ワイン
プラットフォーム

産学官金連携によるワイン
産業支援組織

北海道大学の多様な研究力を
ワイン関連分野に結集・実装，課題解決へと導く

ワイン関連研究プロジェクト
• 温暖化気象予測と，対応した栽培技術検討
• 病害虫発生予測と新たな防除技術
• 果汁データからの醸造結果予測技術
• 醸造中の微生物ダイナミクス研究
• 北海道ブドウ品種ワインの香りの分析と醸造へ
の応用

• 購買行動解析によるワインマーケティング研究
• 北海道ワイン関連微生物バンクの設立
• 余市果樹園の研究用ブドウ畑の充実

リカレント教育（予定）
・生産者向け，一般向け

北海道，道内市町村

道内生産者

国内外研究機関連携

ワイン教育研究センター棟における道産ワイン
産業振興事業（セミナー，試飲，生産者支援）

道内各エリアの個性をもったワイン造り

学部・大学院教育
• 学部専門講義
• ワイン生産学（国際食資
源学院）

• 北海道サスティナブルワ
イン学（大学院共通講
義）

ワイン産業人口増・生産技術向上

土壌学 微生物学 マーケティング・経営学園芸学 生化学

栽培 醸造 流通・消費
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サスティナブルワイン学というのを講義でやっ
ています。フルでやって 15回講義があるので
すが，そのうち 2回テイスティング講義をやっ
ており，これがどんどん，どんどん受講者が増
えていまして，今年度は何と 240人となってい
ます。実は今週の木曜日にこのテイスティング
をやったのですが，農学部の大講堂に収まらな
くて，二元中継 2か所でテイスティングをする
なんていうことになってしまいました。北大の
学生は就職するときに大体本州に行ってしまう
のですが，北海道のワインのことをしっかり
知ってもらって，本州でも北海道のワインって
おいしいんだよと飲みに行ったところで言って
くれるだけで北海道のワイン事業がすごく変
わっていくと思っています。特派員を年間 200

人つくっていると思っています。毎年 200人ず
つそれを世界に出していって，北海道のワイン
の知名度を上げたいなと思っているところなの
です。
今日はワイン産業の支援体制の広がりという

話でしたので，残りの時間でその話を少しさせ
ていただいて，私のお話とさせていただければ
と思っています。今大学でどんなことをやって
いるかというお話をしてきましたが，われわれ
が北海道庁と一緒に取り組んでいるものの一つ
に北海道ワインアカデミーというものがありま
す。これは，北海道内で栽培，醸造を学べる
場，北海道でワインを造りたい人に対して学べ
る場を提供するということで，今年 10年目を
迎えております。これまでに 231名修了してお
り，そのうち 34名がワイナリーの開設に関与
しています。修了生のほとんどがワイン業界で
働いており，そのうち 30名ぐらいが新しいワ
イナリーを造るというところに関わっていま
す。現在北海道には 70件のワイナリーがあり
ますが，そのうちの 30件ぐらいは北海道ワイ
ンアカデミーの卒業生が造ったワイナリーとい
うことになるわけです。
原則として，アカデミーは本来どんな人にも

いろんなことを教えるというのが一番いい姿な

のかもしれませんが，無料でやっているという
こともあり，原則としてもう既にブドウ栽培に
取り組んでいる，あるいはワイン醸造に取り組
んでいる方に学んでいただいて，ここで得たも
のをすぐに現場でフィードバックしてもらうと
いう形でやっております。新規参入コース，高
度専門コースと 2つコースをつくって，われわ
れ大学や国税局や生産者のみなさんとも一緒に
なってそういう教育をやっているのです。
例えば，取り組んでいるものの写真をちょっ
とお出ししています（図 8）。左側の写真は，
このときはまだ農学部の実験室を借りてやって
いたのですが，分析の実習なのです。ワインを
造るときには非常に化学が必要になってきま
す。化学の知識や技術というのが重要なので
す。一方で新規にワイナリーを始めたいという
ふうに思われる方は文系出身の方がかなりい
らっしゃいます。例えばレストランで働いてい
らして，ワインを造りたいので，北海道に来ま
したという方もかなりいるのです。そういった
方々ですと，例えばこれはワインの中にどれだ
け酸味の成分，有機酸がどれだけ入っているか
ということをアルカリを入れて滴定するのです
けれども，それこそ器具もほとんど触ったこと
がないというような方もいらっしゃいますの
で，そういった方に対してこういう分析の実習
や，この右側は実際に受講生の方の畑に行っ
て，畑に穴を掘って畑の土壌がどうなっている
かというのを一緒に見て勉強しようということ

図 8

北海道ワインアカデミー
【北大の役割】
・2015～ 講師派遣や大学施設の活用
・2019～ コンソーシアムに参画し主体的に

運営に参加
・2020～ 主体的にカリキュラムを作成
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をしているのです。こういう実践的なことを
やって，なかなか難しいかもしれないですが，
北海道のワインのレベルアップを，しっかりし
たものにしていくために，座学だけではなくこ
ういう実習なども行っているのです。
それから，図 9ですが右側に北海道-ワイン

プラットフォームというのがあります。先ほど
言った教育研究センターと連携したワイン産業
の支援組織なのです。これ自身は，単なる web

サイトで，北海道-ワインプラットフォームと
いうサイトがあり，そこにいろんな方が質問事
項を書き込めるようになっています。まず質問
がまいりますと，われわれや道庁，それからこ
こに書いてあるような研究機関，さらに金融機
関まで入っています。ワイン産業の問題という
のは造るところだけではないのです。経営の問
題も非常にありますので，こうしたところに
「こういうことで困っているのですけれども」
という形でご相談される方もあります。その相
談件数，このワインプラットフォームにどんな
相談が来ているかということなのですけれど
も，令和 4年から始めて，今年 3年目で，10

月末までの数は 73件に及び，毎年相談の件数
が増えており，いろいろ知られていって，いろ
いろな相談が来ています。どんな相談内容かと

いうと，令和 5年，6年に関してですが，やは
り栽培の問題が多いです。中には資金調達の方
法について教えてほしい，相談したいとか，新
たな事業の立ち上げについて相談したいとか，
そういったものもございます。いろいろな質
問，問題がこちらに寄せられているということ
です。
中でも，その成功事例の一つとして，栗山町
で長年栽培，醸造に従事して十分な実績を持っ
ている人がいます。その方からのご相談だった
のですが，ここの土地で造りたいなという候補
はあるのだが，どうやって連絡を取っていった
らいいか，等々です。実際に町に相談してみた
ら，栗山町では果樹の農家がいないので，実は
新しく農業として入るときに非常に難しいので
す。新規に農業者になるためにはどこかで 2年
間ぐらい研修をしないと，農業委員会で土地を
買う権利がいただけないということで，そうい
う問題がありました。そういったものをこのプ
ラットフォームに相談に来て，結局どういう形
になったかというと，法人を立ち上げて農業の
資格を取って，土地を購入します。あるいは，
岩見沢の果樹協議会に参画をさせていただく取
り付けをして，それで補助金を取れるようにし
たとか，あと銀行とつないでファンドを取った

など，こういったことがこの支
援の仕組みなのです。プラット
フォームの一つの成功事例でご
ざいます。この 5月でしたか，
ワインセンターの中で記者会見
なども行っております。
もう一つ支援組織として，今
日余市の齊藤町長がいらしてい
ますが，余市町さんのほうでブ
ドウの分析をする機械を町がお
金を出して買ってくださいまし
た。余市町の生産者さんが分析
をするための機械なのです。こ
れは非常に簡単で，自分でワイ
ンのサンプルを持って，余市の図 9

北大が関わるワイン産業支援組織

北海道大学，北海道，道総研，北農研，北海道貿
易物産振興会，北海道中小企業支援センター，道
経連，北海道農業公社，北海道信用保証協会，北
洋銀行，GB産業化設計，ワインクラスター北海道

産学官金連携によるワイン産業支援組織

HOKKAIDO WINE VALLEY
2022.4 Kick Off

北海道-ワインプラットフォーム

連携

栽培/醸造技術 創業・経営相談 技術革新

人材育成 マーケティング

農学研究院，工学研究院，文学研究院，経済学研
究院，教育学研究院，地球環境科学研究院，メデ
ィア／コミュニケーション研究院，医学研究院

北大の複数部局の研究者が参画した
学内共同プロジェクト拠点

北海道ワイン教育研究センター

北大の強みを活かしたワイン研究
高度専門教育（博士人材，リーダー育成）

二つの組織の連携によりワインを核とした北海道ブランドの
価値向上と食文化の創造を目指す

醸造用ブドウ・ワイン分析支援コンソーシアム

余市町の生産者がワイン分析機器を使
用するための支援組織を立ち上げ

北大農学研究院，GB産業化設計
，ワインクラスター北海道
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北大果樹園に置いてあるこの機械にサンプルを
かけますとセルフで 2分間ぐらいで 10種類の
糖度とか，酸度とか，pHとか，そういったも
のを全部出してくれるという機械なのです。そ
の運営などもわれわれが関わらせていただいて
おります。
時間がなくなってまいりましたので，最後は

われわれの宣伝を入れていこうと思っていま
す。ワイン教育研究センターは昨年の秋にオー
プンしました。建物は，北大のキャンパスの中
で最も古い建物で，1901年の建築なのです。
札幌農学校時代の建物です。こちらを改修し
て，その後ろの標本庫（1927年築）も改修し
て，ワインセンターにするという形にさせてい
ただいております。
この建物の左翼にはラボがあって，先ほどお

話ししたワインアカデミーの分析実習などもこ
こで行っています。それから，右側にはこうい
うセミナーを開くプロモーションホールがござ
いまして，北海道ワインアカデミーの講義はほ
ぼ全部ここで行っております。そして，真ん中
はギャラリースペースで，今この写真はがらん
どうになっているのですけれども，今は試飲の
機械が入っていて，試飲ができるようになって
います。本日は，本来であると 16時 30分で終
わりなのですけれども，延長しておりますの
で，ぜひこの後足をお運びいただければと思っ
ております。常に 12種類，北海道のワインが
ありますので，その中から 3種類を選んでテイ
スティングをしていただく。1,500円いただく
のですけれども，そういう場を提供して，いろ
んな方に北海道のワインを味わってもらえたら
なと思っているところです。（図 10）
それから，裏の石造りの標本室は，本日エク

スカーションをこちらで行います（図 11）。ワ
インセラーが中に入っておりまして，そこに約
2,000本のワインを貯蔵することができます。
これは，大学としてワインをいっぱい集めよう
と思っているわけではなくて，生産者のみなさ
んが熟成をしたい。すぐに出してしまわずに 2

年熟成してからのほうがおいしいと思っている
ワインをお預かりして価値を上げるということ
がここでできないかということで，セラーをし
つらえています。
それから，中にはこういう 1枚板のカウン
ターがございまして，このカウンターもぜひ生
産者さんに週に 1日とか，週末だけでもここに
自分のワインを持ってきていただいて，いろん
な方にそのワインをアピールする場，移動貸し
売店みたいな形ができないかと思って準備して
います。これも生産者を支援するという第一の
目的をもって改修させていただいたものです。
われわれとしては，先ほど少しサスティナブ
ルテロワールという言葉をご説明申し上げまし
たが，ワイン産業をしっかり支援することで，
地域にあるいろいろな産業とつながって，そこ

図 10

改修後の姿とワイン教育研究センター

北海道大学ワイン教育研究センター棟

イノベーションラボ

• ワイン成分の分析研究
• ワインの小仕込み試験
• ワイン微生物学
• 分析実習

ギャラリースペース

• 建物の由来に関する展示
• 北海道産ワインの資料展示
• 北大における教育研究の展示
• ワイン試飲
（2024年～）

プロモーションホール

• ワイン関連セミナー
• テイスティングイベント
• ワイン関連講義
• コンサート
• カフェ（将来的に）

図 11

標本室は，Insecta Matsumuranaに

昆虫学学術雑誌
Insecta Matsumurana

• 両側のワインセラーに，1800本のワインが貯蔵可能
．ワインバンクに活用

• セラー，室内の空調はピーエス株式会社のPS カンテ
ィーナにより最適温度・湿度に

• 中央のカウンターは楡の巨木より切り出した一枚板
• リーデルジャパンより寄附頂いたグラスを使ったグラ

スワーックショップが可能

昆虫標本を展示

道産ワインを貯蔵展示
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に人が集まり，人口減少が非常に大きな問題と
なっている北海道の持続性を高めるということ
を目標にこれからも活動をしていきたいと思っ
ているところです。（図 12）
オーパス・ワンやドミナスなどプレミアムワ

インを産出するカリフォルニアのナパ・ヴァ
レーのようになったらいいのですが，きっと北
海道のワインを取り巻く状況もそれに近づいて
きているのではないかなと思っているところで
す。
ちょっと超過しましたが，以上で私の話とさ

せていただきます。どうもありがとうございま
した。（拍手）

東山：曾根先生，どうもありがとうございまし
た。時間が短くて申し訳ありませんでした。後
ほどのパネルディスカッションでもう少し時間
を設けられればと思います。

それから，会場のみなさんには，いろいろと
ご質問等あろうかと思います。最後のパネル
ディスカッションの時間に少しフロアとやり取
りする時間を設けたいと思いますので，何かあ
りましたら，そこでお願いできればと思いま
す。

図 12

地域のありたい姿
ヴィンヤード

＆
ワイナリー

観光
ファームステイ
アグリツーリズム
(脱炭素社会のツーリズム)

食品
チーズ、ハム/ソーセージ
野菜/果物、水産食品

子供
高齢者 家族

若者コミュニティ
文化

歴史
伝統

祭り 食

森林

土

水

畑

山

海

川

自然 生態

サスティナブル・テロワール

農業
ミルク、肉、作物…
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